
アトピーの治療をしっかりして皮膚をきれいにした後も特定の食物を食べると

湿疹が出るようであれば、食物アレルギーを合併している可能性を考えましょう。

＊アレルギー検査の結果だけで｢あなたは卵アレルギーです｣と診断することは

絶対にできません。たとえば１歳前後の子供では３～４割の子供で卵が陽性に

なります。しかしそのうち実際卵を食べて何らかの症状が出る、本当の卵アレ

ルギーは数％に過ぎません。こうしたことをを知った上で検査を受けていただ

きたいと思います。

アトピーとは

アトピー性皮膚炎とは、かゆみがあって長く続く湿疹のことです。"長く"とい

うのは赤ちゃんで２カ月、子供や成人は６カ月以上を指します。なかにはジク

ジク汁が出て夜寝られないような重症の子もいますが、ほとんどの子供はかゆ

くても普通に生活しています。また特定の食べ物を食べたらかゆみがひどくな

る子もいますが、多くの場合食事に気を付けてもあまり皮膚の状態は変わりま

せん。つまりアトピーと言っても軽症な子も多いし、悪化要因も様々です。

『アトピーになったら大変』と過度に心配し過ぎない方がいいと思います。

１）丁寧なスキンケア

私たちの身の回りは刺激物だらけで、放っておけば皮膚のすき間から侵入して

アレルギーを起こします。そこでまず石鹸を使って皮膚の刺激になる汚れを落

とすのが大切です。夜の入浴だけでなく、朝起きた後もシャワーをすると大変
効果的です。その後皮膚が乾燥しないように、保湿剤をやさしく塗ってあげま
しょう。

２）ステロイドを正しく使う
スキンケアだけではかゆみの収まらない皮膚には、ステロイド軟膏をたっぷり
塗る必要があります。つるつるスベスベの状態になるまでしっかり塗りましょう。

アトピーの治療アトピーの一番の原因は皮膚が刺激に敏感でかゆみを感じやすい体質というこ

とです。このことを専門的な言葉では皮膚のバリア障害と言います。

バリアが壊れた皮膚のすき間からはいろいろな刺激物が侵入してアレルギーを

起こします。私たちの身のまわりにあるダニ・ほこり・カビ・汗・バイ菌・花

粉・食べ物などは、健康な皮膚に付いても何も起きませんが、アトピーの患者

さんに付くと刺激となって強いかゆみを引き起こします。

アトピーの原因は？

ステロイドを使っていったん良くなった湿疹がぶり返すのは
リバウンドではなく、皮膚のバリア障害という体質が残って
いるからです。そのためどうしても治療は長期間になってし
まいますが、ステロイドとスキンケアを繰り返していると、
皮膚のバリア機能は徐々に高まってきます。そうなるまで焦
らずに治療を続けていくことが大切です。

アトピー性皮膚炎について

以前はアトピーの子供には必ず血液(アレルギー)検査をして陽性の食べ物を除

去していましたが、そんなことをしてもほとんどのお子さんの湿疹はよくなり

ませんでした。このため現在では"食物アレルギーとアトピー性皮膚炎はどち

らも乳児期に始まることが多いので混同されるが、本来は別の病気"だと考え
られています。

軟膏 湿疹

皮膚

軟膏 湿疹

ステロイド外用薬は、のせるように塗って湿疹が赤くもり上がっているところにつけます。

軟膏・クリーム

ローション

人差し指の先から
第一関節の長さ
まで出した量
＝約0.5グラム

一円玉大の量
＝約0.5グラム

この量で
成人の手約2枚分の
面積に塗れます


